
北海道立北方四島交流センターの指定管理者の候補者の選定について

１ 公の施設の概要 名 称 北海道立北方四島交流センター 担 当 課（室）
所 在 地 根室市穂香110番９
設置目的 北方領土問題の啓発及び北方四 総務部北方領土対策本部

島在住ロシア人との交流拠点 （北方領土対策課啓発係）
規模構造 施設面積2,666.83㎡、 直通：011-204-5069

敷地面積4,999.72㎡、RC２階建 代表：011-231-4111（内線22-768）

２ 申請期間 令和３年（2021年）１２月３日（木）～１２月２８日（火）

公 申 指定期間（予定） 令和４年（2022年）４月１日～令和１４年（2032年）３月３１日
募 請
概 条 業務の範囲 (1)北方領土問題及び北方四島交流に関する資料を収集し、保管し、展示すること。
要 件 (2)交流センターが収集等した資料に関する調査を行うこと。

(3)北方領土問題及び北方四島交流に関する情報提供を行うこと。
(4)北方領土問題及び北方四島交流に関する講演会、講習会、研究会等を主催する
こと。
(5)北方領土問題及び北方四島交流に関する事業を援助すること。
(6)施設利用、資料の貸出及び資料の模写等の承認に関すること。
(7)施設及び設備の維持管理に関すること。
(8)その他知事が定める業務

利用料金制度 導入（平成１８年度から）

負担金限度額 ６２７，５４０千円

審査基準等 別紙「北海道立北方四島交流センター指定管理者候補者決定基準」のとおり

３ 申請結果 申請者数１団体

４ 名 称 北海道立北方四島交流センター指定管理者候補者選定委員会

選 設置要綱 別紙のとおり
定
委 委 員 区 分 氏 名 所 属 備 考
員
会 委 員 長 大矢 温 札幌大学地域共創学群教授 学識経験者

副委員長 近江 秀彦 北海道公立大学法人札幌医科大学理事 学識経験者
委 員 菅 豪 独立行政法人北方領土問題対策協会専務理事 学識経験者
委 員 宮川 秀明 公益社団法人千島歯舞諸島居住者連盟専務理事 学識経験者
委 員 河内 能宏 公益社団法人北方領土復帰期成同盟副会長 学識経験者

区 分 開催日時・場所 議 事 出席率

第１回 令和３年１１月２６日 ・制度概要
100%選定委員会 別館庁舎９階第１研修室 ・施設概要

開 ・選定方法、審査方法

催

状 第２回 令和４年１月７日 ・申請資格等（形式的要件）審査
100%選定委員会 本庁舎地下１階 ・申請者へのヒアリング

況 危機管理センターA ・必須項目審査及び加点項目審査
・最適な候補者の選定

審査の経過 第１回委員会で、指定管理者制度及び施設の概要を確認し、選定方法については、
非公募とし、根室市を候補者として適当な団体として指名し、審査方法を決定し
た。。
１２月２８日に根室市から提出された申請書類に基づき、第２回委員会で、申請

資格等審査、申請者へのヒアリング、必須項目審査及び加点項目審査を行い、選定
条件を全て満たしていたため、根室市を最適な指定管理者候補者として選定した。
令和４年１月７日、審査の経過及び結果について、道に報告した。

採点結果 別記のとおり

審査の結果 指定管理者の候補者 根室市（代表者 根室市長 石垣 雅敏）

選定理由 根室市が啓発や返還運動の促進を目的として設置している「根室市望郷の家」及
び「北方領土資料館」との連携強化により、返還運動の更なる機運醸成や領土問題
への理解促進が図られ、北方四島交流センターの効率的な管理者利用者の利便性の
向上につながることから、「北海道公の施設に係る指定管理者の指定の手続等に関
する条例」第２条第１項ただし書及び同施行規則第２条第２項第３号の規定により、
根室市を候補者として選定する。

学識経験者委員の
主な意見

※本書は、選定委員会における審議経過を示したものであり、最終的には、北海道議会の議決をいただいた
後、正式に指定管理者を指定する予定です。


